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1. 業務概要 

1-1  業務要目 

(1)件  名：新学校給食センター建設地地質調査業務  

(2)所 在 地：宮城県石巻市北村字前山 4 番 10 

(3)期  間：令和 5 年 7 月 25 日～令和 5 年 9 月 29 日 

(4)目  的：計画建物の基礎構造設計に必要な地盤情報を得るため、原位置

試験を行うものである。 

(5)発 注 者：石巻市 

(6)調査業者：株式会社 地盤調査事務所 東北事務所 

 

1-2  業務項目 

1-2-1  調査項目  
(1)機械ボーリング 

(2)標準貫入試験 

 

1-2-2  検討項目  
(1)地盤定数の設定 

(2)基礎工と地盤について 

(3)直接基礎の長期許容支持力 

(4)地震時の地盤の液状化について 

(5)その他 

 

1-3  実施数量 

表 1-1 ボーリング調査実施数量 

孔 番 号 No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 数 量 

ボーリング長(m) 

φ66mmノンコア 

粘土・シルト  0.60 - -  0.35  1.90  2.85 

砂 ・ 砂 質 土  4.20  2.55  0.60  0.30  5.00 12.65 

固 結 シ ル ト  6.20  2.00 - -  7.90 16.10 

φ66mmオールコア 軟 岩  5.00  5.45  5.40  5.35  5.20 26.40 

合 計 16.00 10.00  6.00  6.00 20.00 58.00 

標準貫入試験 

(回) 

粘土・シルト - - - -  1  1 

砂 ・ 砂 質 土  4  2 - -  5 11 

固 結 シ ル ト  6  2 - -  8 16 

軟 岩  6  6  6  6  6 30 

合 計 16 10  6  6 20 58 

*1) 各ボーリング地点の標高は、巻末調査位置図に示す仮ベンチマーク(T.P.+52.439m)を基準とし

て求めた。 
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1-4  調査位置 

以下に調査位置図を示す。 

 

 

図 1-1 調査位置図(任意縮尺) 
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2. 調査及び試験の目的と方法 

2-1  機械ボーリング（オイルフィード） 

ボーリングは、図 2-1 に示すロータリー式ボーリング機械を用いて削孔すると

共に、標準貫入試験時のレイモンドサンプラーにて採取した試料により、土質、

色調および混入物等を観察し、加えて掘進中の循環水の給水圧、スライム等から

土質を推定し、総合的に判断してその結果を土質柱状図に表わした。 

 

 

図 2-1 ボーリング姿図 

  

三脚パイプやぐら スナッチブロック

ホイスティングスイベル

ウォータースイベル

デリバリホース

巻上機

伝達装置

変速装置

操縦装置

ス
イ
ベ
ル
ヘ
ッ
ド

原
動
機

オ
イ
ル
ポ
ン
プ

オ
イ
ル
タ
ン
ク

ロッドホルダ
ポンプ

サクションホース

フートバルブ

泥水バック

ドライブパイプ

ケーシングパイプ

ボーリングロッド

セジメントチューブ

セジメントチューブ

カップリング

コアバーレル

コア

メタルクラウン



4 

 

2-2  標準貫入試験 

標準貫入試験は、原位置(孔底)における土の硬軟あるいは締り具合の相対的指数

であるＮ値の測定と、土の代表的試料の採取により地盤の構造と工学的性質の概要

を推定するものである。試験は、JIS A 1219 に基づき半自動落下法にて実施した。 

試験方法は、図 2-2 に示すようにボーリングロッドの先端に SPT サンプラーを

取り付けて孔底に下ろし質量 63.5±0.5kg のハンマーを 760±10mm 自由落下させ地

盤内に貫入させる。 

予備打ち 150mm、本打ち 300mm とし、サンプラーを地中に 300mm（本打ち）打ち込

むのに要する打撃回数をＮ値として表した。また打撃回数が 60 に達した場合はその

時点の貫入量を測定し、300mm 貫入した場合の換算Ｎ値として柱状図に記載した。さ

らにＮ値が 50 以上と想定される地盤では予備打ちを適宜本打ちに切り替えた。 

Ｎ値の結果より、砂の相対密度および粘土の相対稠度として表 2-1 および表 

2-2 のように表現しボーリング柱状図に書き入れた。 

 

 

表 2-1 砂の相対密度   表 2-2 粘土の相対
ち ょ う ど

稠 度  

Ｎ 値  相 対 密 度 

 

Ｎ 値  相 対 稠 度  

 0 ～  4 非 常 に 緩 い   0 ～  2 非常に軟らかい  

 4 ～ 10 緩 い   2 ～  4 軟 ら か い 

10 ～ 30 中 位   4 ～  8 中 位  

30 ～ 50 密 な   8 ～ 15 硬 い  

50  以上  
非 常 に 

密 な  

15 ～ 30 非 常 に 硬 い  

30  以上  固 結  

図 2-2 標準貫入試験装置 図 2-3 半自動落下装置 
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3. 地盤概要 

3-1  石巻市の地形・地質概要 

東北地方の地形概況は、南北にのびる

高地と低地が交互に並んだ帯状配列が特

徴である。主な高地列は、東から順に北上

山地－阿武隈山地、奥羽山脈、出羽山脈の

3 列である。北上山地－阿武隈山地の東側

には太平洋沿岸の丘陵地があり、また、西

側には北上川沿岸－阿武隈川沿岸の低地

帯がある。この低地帯にはさらに低平丘

陵地と海岸平野に区分できる。 

北上山地と阿武隈山地は離れていて、

また北上川と阿武隈川の河口も互いに隔

たっている。その間の海岸は大きくくび

れて仙台湾となり、西側の低地帯が湾岸

まで広がる。石巻市は北からのびてきた

北上山地と北上川海岸平野が仙台湾の北

岸で終わる付近にあたる。 

石巻市の基盤をなすのは、先第三系お

よび新第三紀中新統である。更新統は河

岸段丘堆積物として、旧北上川沿いに分

布し、大半は低平な海浜を構成する河川

性および海浜性の完新世の未固結堆積物

である。 

 

 

 

図 3-1 仙台地域の新第三

系・第四系の地質概略 

（日本の地質 2 東北地方, 日

本の地質『東北地方』編集委

員会,1989,p.120） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○:調査地 
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3-2  調査地付近の地形・地質 

本調査地は、石巻線「前谷地」駅の南約 1km に位置する。地形的には、松島丘

陵の北西端に位置する。松島丘陵は、北側の江合川を挟んで箟
のの

岳
だけ

丘陵へ連続する。

調査地付近の松島丘陵は、河川による開析が進んでおり、東側の迫川（旧北上川）

沿岸低地と西側の江合川沿岸低地に挟まれて細長く分布するに過ぎない。 

調査地付近の丘陵地の地質は、主に新第三系中新統の追戸層からなる。平野部

は第四系の後背湿地堆積物からなり、自然堤防の発達が悪い地域である。特に調

査地東側の平野部は、かつて広渕沼が広大に分布していた地域である。 

追戸層は、下部の和渕礫岩、上部の箟岳火砕岩（安山岩質火砕岩、安山岩溶岩

を挟む）、両者と指交関係にある追戸砂岩の 3 部層に区分されている。 

 

   

図 3-1 調査地付近の地形区分 

｢出典：国土交通省 国土政策局 国土情報課 HP｣ 
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図 3-2 調査地付近の表層地質図 

｢出典：国土交通省 国土政策局 国土情報課 HP｣ 
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3-3  断層 

調査地の近傍には旭山撓曲※1 と呼ばれる地質構造がある。旭山撓曲は地質調査

所の「松島地域の地質,昭和 57 年」に詳しく紹介されており、旧河南町青木や旧

矢本町上前柳などで逆断層となって現れており、この撓曲を堺として西上がり東

落ちの活構造の疑いがある。調査地と撓曲崖の最も近接する箇所は 300m 程度の

離隔と想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 旭山撓曲 

 

出典: 産総研地質調査総合セン

ター，20 万分の 1 日本シームレ

ス地質図 V2（地質図更新日：

2022 年 3 月 11 日），https://

gbank.gsj.jp/seamless 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 旭山撓曲沿いの埋谷面図 

 

出典: 通商産業省工業技術院 地質調査所,松

島地域の地質,1982,pp.97 

 

 

※1 撓曲とは、水平または傾斜の緩い地層が狭い範囲で曲がり、段差を持つ構造のことである。 

旭山撓曲 

調査地 
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4. 調査及び試験結果 

4-1  調査位置の選点について 

計画地は前章「調査地付近の地形・地質」のように旧来丘陵地であったが、河

南町複合文化施設用地として主に切土造成によってほぼ現在の地形となった。地

質は新第三紀中新世の追戸 3 部層のうち、箟岳火砕岩であり、周辺の露頭観察か

ら凝灰岩、凝灰角礫岩が堆積しているものと想定される。また、表土や岩の風化

部については切土造成のため剥ぎ取られ、計画地は表層より岩が確認されること

が想定された。 

本敷地は、計画されている新給食センターの想定される敷地規模(8,000m2)に対

応できる十分な敷地(地番 4-10・約 48,000m 2)を有しているため、施設配置の自由

度も高い。ただし、敷地内に埋蔵文化財包蔵地があるため、開発計画・建築計画

の内容によっては、これに関連する届出や手続きが必要となる。 

 

上記より、本計画地での調査位置検討条件としては、特記仕様書の予定調査位

置を参考とし、 
 

・敷地が広いため施設配置の自由度が高いことから、計画敷地は不定形の施設形

状とする必要がないと考え、調査位置は矩形内に配置する。 

・埋蔵文化財包蔵地を避ける。 

・旧地形は丘陵尾根と斜面からなることから、尾根、斜面、谷戸等の地形区分を

考慮した調査位置とし、切土厚の相違による岩風化部の有無や、局所的な盛

土の有無等を把握する。 
 

ものとし、検討した結果、包蔵地を避け、旧地形の特性を考慮した配置を次ペー

ジの図 4-1、図 4-2 のように思考した。検討図は巻末にも添付したので参照さ

れたい。 

 

No.1：包蔵地を避けた矩形の北西地点。旧地形は丘陵南西向き斜面。 

No.2：包蔵地を避けた矩形の北東地点。旧地形は丘陵北東向き緩斜面。 

No.3：包蔵地を避けた矩形の中央に該当。旧地形は丘陵尾根。 

No.4：包蔵地を避けた矩形の南西地点。旧地形は南に飛び出た半島状尾根。 

No.5：包蔵地を避けた矩形の南東地点。旧地形は浅い谷戸。 

 

参考文献： 

日本建築学会：建築基礎設計のための地盤調査計画指針,1958 

国土地理院：1:5,000 国土基本図,昭和 57 年 

宮城県遺跡地図情報,https://www.pref.miyagi.jp/site/maizou/bunkazaimap.html 

国土交通省 国土政策局 国土情報課,https://nlftp.mlit.go.jp/kokjo/inspect/inspect.html 

 

 

 

https://www.pref.miyagi.jp/site/maizou/bunkazaimap.html
https://nlftp.mlit.go.jp/kokjo/inspect/inspect.html
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図 4-1 旧地形重ね図 

 

 

図 4-2 包蔵地重ね図 
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4-2  ボーリング調査結果 

(1)地層層序 

調査地内の 5 箇所で実施したボーリング調査結果により設定した地層断面図を

図 4-3 に示す。また調査によって確認された地層についてその特徴についてまと

めると表 4-5 のようになる。なお、ボーリング調査詳細については巻末に「ボー

リング柱状図」および「地層断面想定図」として添付した。下図に示す標高は

GNSS 測量で求めた TP 標高である。 

本調査で確認された地質は、表層のみ造成・整地時の盛土が見られたが、以深

は全般には凝灰角礫岩であった。柱状図としては、得られたコア試料から目視に

よって混入礫の径、マトリックス(礫間の充填物)によって、凝灰岩、凝灰質砂岩、

火山礫凝灰岩、凝灰角礫岩に細分し記載した。 

 

表 4-1 火山砕屑
さいせつ

岩の分類 

混入礫の径 マトリックス 岩の種類 

32mm 以上 

砂質・礫質 

凝灰角礫岩 

4～32mm 火山礫凝灰岩 

4mm 以下 
凝灰質砂岩 

泥質 凝灰岩 

 

次に風化について、本調査では強風化、風化、新鮮岩として区分した。風化は

地表にさらされて水や空気などの作用により、岩石・岩盤中の鉱物がルーズな含

水物質に変化する過程のことで、物理的風化と化学的風化、および生物的風化な

どがあるが、本調査は建築物の基礎に対するものであることから風化の過程は考

慮せず、標準貫入試験の結果である N 値を主眼とし、以下のとおり強風化凝灰岩

類(wwTf)、風化凝灰岩類(wTf)、凝灰岩類(Tf)を区分した。このため、厳密な風化

を表していないことに注意されたい。 

 

表 4-2 風化の区分の目安 

N 値 風化区分 

30 未満 強風化凝灰岩類(wwTf) 

30 以上、50 未満 風化凝灰岩類(wTf) 

50 以上 凝灰岩類(Tf) 

 

地層断面図を作製するに当たっては、各調査地点での岩の種類は反映せず、風

化区分の境界を地層境界として捉えた。また、調査地が切土による造成地である

ことを考慮し、旧地形図から旧地表の標高を想定し、旧地表からの各風化帯深度

をまとめた。 
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表 4-3 各地点の風化帯下限標高 

 
標高 TP+ (m) 

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 

旧地表 57 62 67 66 57 

強風化帯(wwTf)下限 49.23 － － 53.01 46.33 

風化帯(wTf)下限 42.93 48.57 － － 38.23 

 

表 4-4 各地点の想定風化帯層厚 

 
層厚 (m) 

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 

旧地表～強風化帯(wwTf)下限 
 7.77 

[ 4.70] 
－ － 

12.99 

[ 0.65] 

10.67 

[ 6.70] 

旧地表～風化帯(wTf)下限 
14.07 

[11.00] 

13.43 

[ 5.00] 
－ － 

18.77 

[14.80] 

※[ ]内は柱状図上の GL からの層厚 

※No.4 地点の wwTf 層は切土時やその後の土地利用によって生じた緩み領域の

可能性があることから除外 

 

表 4-4 より、想定される風化帯の層厚について、切土された現況での層厚(柱

状図上での層厚)は wwTf 層下限で 4.70～6.70m となり、旧地表を想定したものは

7.77～10.67m となった。これについては 2 地点での比較であるため評価しづら

い。他方の wTf 層下限は、切土された現況での層厚が 5.00～14.80m、旧地表を想

定したものは 13.43～18.77m と、明らかに旧地表面を想定した後者の方が風化帯

層厚としては調和的である。このことから、断面図作製に当たっては旧地表面線

を想定した上で地層境界を想定する方が現実的であると判断した。 

上記に則って作製した地層断面図の一例を以下に示す。 

 

 

図 4-3 地層断面図(左側が敷地西側,縦横比＝1:2.5) 

旧地表想定線 
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以上より、本調査では N 値を考慮し凝灰岩類の風化区分を設定した後に、旧地

表面を想定した地層断面を想定した。想定断面詳細は巻末の地層断面想定図を参

照されたい。 

それぞれの位置の地層断面は旧地形を参考に想定しているため、当然ながら旧

地形に調和的であり、現況では切土量の多い No.3 および No.4 地点では N 値 60 以

上の Tf 層が表層から出現する。また、調査位置の提案でも述べたとおり、No.1,

2 および No.5 は旧尾根から下がった斜面や谷戸に当たっており、風化作用による

N 値低下に起因する強風化凝灰岩類(wwTf)や風化凝灰岩類(wTf)が厚くなってい

ることがわかる。 

 

表 4-5 地層層序表 

時代 地層名 
地層 

記号 

主な 

土質名 

Ｎ値 

[平均] 
記事 

第四紀 

完新世 
盛土層 F 

粘性土 

砂質土 
3 

層厚 0.30～1.90m。No.4 地点の表層の

みアスファルトおよび砕石。他地点は

表層より径40mm程度までの礫を含む粘

性土、砂質土からなる。色調は茶褐、暗

灰、褐灰色等を呈する。 

新
第
三
紀 

中
新
世 

強風化 

凝灰岩類 
wwTf 

凝灰岩、粘土 

凝灰質砂岩 

11～34 

[21.9] 

層厚 0.35～4.80m。全般に風化に程度は

一様ではなく、コアは様々な様相で採

取され、片状～棒状コアとなる。また一

部原岩が分からないほど風化し粘土化

している。層中には炭化物や浮石を混

入する。色調は茶褐、黄灰、淡黄灰色等、

全般に黄色系の酸化色を呈する。 

風化 

凝灰岩類 
wTf 

凝灰質砂岩 

火山礫凝灰岩 

23～48 

[34.7] 

層厚 0.45～8.10m。上部は主に砂状、片

状コア、一部粘土状コアであり、深くな

るに連れ棒状コアで採取される。色調

は黄褐灰、褐灰、暗褐灰色等であり、や

や黄色系の酸化色を呈する。 

凝灰岩類 Tf 
凝灰質砂岩 

凝灰角礫岩 

62.1 

～100 

[94.2] 

62.1 

～300 

[140.7] 

層厚 4m 以上。全体に比較的新鮮な岩で

あり棒状コアで採取されるが、礫勝ち

の箇所は混入礫とマトリックスの密着

性の相違により礫状、短棒状コアとな

る。色調は主に褐灰、暗褐灰色を呈す

る。 

※Ｎ値は調査地内ボーリング 5 箇所の集計値。またＮ値 60 以上は 100 または 300 を上限とする換算

Ｎ値とし、それを平均した。 
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(2)Ｎ値 

各層の標準貫入試験結果である N 値は表 4-5 に集計されたとおりであるが、各

層の N 値頻度分布の特徴について述べる。 

 

○盛土層(F) 

 

F 層は層厚が薄く、標準貫入試験の試験深度に達しているのは 1 箇所のみであ

る。N 値は 3 が得られ、粘性土として評価すれば「軟らかい」相対稠度、砂質土

として評価すれば「非常に緩い」相対密度となる。 

 

○強風化凝灰岩類(wwTf) 

 

wwTf 層は N 値 11～34、平均 21.9 を示す。粘土状、片状～棒状コアで採取され

るが、N 値は凝灰岩類としては軟らかい値である。N 値の相対評価としては、粘性

土とすれば「硬い」～「固結」の相対稠度、砂質土とすれば「中位」～「密な」

相対密度となる。N 値によって凝灰岩類の層区分をおこなっているため、頻度分

布は最頻値が 10～15 と 30～35 にあり不定な形状をとる。 

 

 

 

 

 

 

 

B 1

Yus

Yuc

Ylc ｻﾝﾌﾟﾙ数 ｎ = 1 最小Ｎ値 =  3.0
Nc

Ns 平均値 Ｎ = 3.0 最大Ｎ値 =  3.0
Edg

標準偏差   － 変動係数 =   －0

1

2

3

4

5

頻
度

（
個

数
）

Ｎ値

F

ｻﾝﾌﾟﾙ数 ｎ = 9 最小Ｎ値 =  11.0

平均値 Ｎ = 21.9 最大Ｎ値 =  34.0

標準偏差 σ = 8.8 変動係数 =  0.400

1

2

3

4

5

頻
度

（
個

数
）

Ｎ値

wwTf
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○風化凝灰岩類(wTf) 

 

wTf 層は N 値 23～48、平均 34.7 を示す。砂状、片状～棒状コアで採取される

が、N 値は凝灰岩類としては軟らかい値である。N 値の相対評価としては、粘性土

とすれば「非常に硬い」～「固結」の相対稠度、砂質土とすれば「中位」～「密

な」相対密度となる。N 値によって凝灰岩類の層区分をおこなっているため、頻

度分布はやや不定な形状をとるが、最頻値が 35～40 であり、平均値に近い。 

 

○凝灰岩類(Tf) 

 

 

wTf 層は N 値 60 以上であり、換算 N 値の上限を 100 とすると平均値は 94.2、

上限を 300 とすると 140.7 を示す。N 値の相対評価としては、粘性土とすれば「

固結」の相対稠度、砂質土とすれば「非常に密な」相対密度となる。N 値によって

凝灰岩類の層区分をおこなっているため、頻度分布は換算 N 値 100 を上限とする

とほぼ 8 割が 100 以上であるため最頻値が 100 以上に偏る。換算 N 値 300 を上限

とすると不定な形状をとるが、N 値が高くなるにつれ頻度が少なくなる傾向が見

えてくる。 

ｻﾝﾌﾟﾙ数 ｎ = 18 最小Ｎ値 =  23.0

平均値 Ｎ = 34.7 最大Ｎ値 =  48.0

標準偏差 σ = 8.1 変動係数 =  0.23
0

2

4

6

8

10

頻
度

（
個

数
）

Ｎ値

wTf

ｻﾝﾌﾟﾙ数 ｎ = 30 最小Ｎ値 =  62.1

平均値 Ｎ = 94.2 最大Ｎ値 =  100.0

標準偏差 σ = 11.4 変動係数 =  0.12
0

5

10

15

20

25

頻
度

（
個

数
）

Ｎ値

Tf

ｻﾝﾌﾟﾙ数 ｎ = 30 最小Ｎ値 =  62.1

平均値 Ｎ = 140.7 最大Ｎ値 =  300.0

標準偏差 σ = 56.7 変動係数 =  0.40
0

2

4

6

8

10

頻
度

（
個

数
）

Ｎ値

Tf
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(3)地下水位 

各ボーリング孔で測定した孔内水位の一覧を表 4-6 に示す。 

本調査では削孔完了後に孔内を清水で満たし静置した水洗い後の水位を確認

した。その結果、No.2 地点を除き、孔内水位は低下し続け、最終的には孔底まで

水位は確認されなくなった。No.2 については GL-7.00m で孔内水位を確認したが、

他孔の状況を鑑みると、Tf 層の火山礫凝灰岩内に局所的に帯水した水平連続性に

乏しい宙水であるものと考えられる。 

以上より、本調査地ではボーリング削孔深度内には有意な地下水面は存在しな

いものと考えられる。 
 

表 4-6 孔内水位 

ボーリング 

No. 

孔内水位(m) 
測定種別  備考 

GL- TP+ 

1 － － 水洗い後 孔底まで孔内水位なし 

2 7.00 46.57 水洗い後 Tf層火山礫凝灰岩内の宙水 

3 － － 水洗い後 孔底まで孔内水位なし 

4 － － 水洗い後 孔底まで孔内水位なし 

5 － － 水洗い後 孔底まで孔内水位なし 
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5. 調査結果に基づく検討 

5-1  地盤定数の設定 

本調査地で得られた試験結果及び文献により地盤定数をまとめた。 

 

表 5-1 地盤定数の設定 

時代 土層名 
地層 

記号 

設計 

Ｎ値 

単位体積重量(kN/m3) 粘着力 

ｃ(kN/m2) 

内部摩擦角 

φ(度) 

変形係数 

Ｅ(kN/m2) 湿潤γt 飽和γsat 

第四紀 完新世 盛土層 F   3 15.0 16.0  18  0  2100 

新
第
三
紀 

中
新
世 

強風化 

凝灰岩類 
wwTf  17 16.5 16.5  90 20 18700 

風化 

凝灰岩類 
wTf  30 17.5 17.5 127 20 27700 

凝灰岩類 Tf 112 19.5 19.5 282 21 68900 

※Tf 層は換算Ｎ値上限 300 で集計。 

 

以降は上記土質定数の設定根拠を列記する。 

 

(1)設計Ｎ値 

地盤調査において実務的に広まった標準貫入試験は、それ以前に利用されてい

たサウンディングとの比較試験により、理論的な解釈がなされないまま各種の土

質定数への換算が行われていた。しかし、この試験は砂質土、礫質土など、室内

での各種力学試験が難しい土質について、簡易的な試験で各種定数を推定する優

位な方法である。 

設計Ｎ値を設定するにあたっては、Ｎ値は個々のデータにばらつきを考慮し、

標準偏差を加味した下式によって求める。 

 

  地盤工学会「土質データのばらつきと設計」より、 

設計Ｎ値＝（Ｎ値平均値）－ 
（標準偏差）

 
2 

 

Ｎ値 50 を超えるものに対しては、土質は上限を 100、岩は上限を 300 として換

算Ｎ値を用いることとした。なお、換算Ｎ値上限を 100 としたのは、既製杭の大

臣認定工法の一部にこの記述があるためであり、各工法で上限値を定めている場

合にはこの限りではない。また、岩は地盤定数を参考とする関係式が上限 300 で

成り立っているためである。 

 

換算Ｎ値 

換算Ｎ値＝
打撃回数 

×30
貫入量(cm)
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表 5-2 Ｎ値の再集計と設計Ｎ値の設定 

時代 地層名 
地層 

記号 

平均 

Ｎ値 

標準 

偏差 

設計 

Ｎ値 

第四紀 完新世 盛土層 F 3 －   3 

新
第
三
紀 

中
新
世 

強風化 

凝灰岩類 
wwTf 21.9  8.8  17 

風化 

凝灰岩類 
wTf 34.7  8.1  30 

凝灰岩類 Tf 140.7 56.7 112 

※Tf 層は換算Ｎ値上限 300 で集計。 

 

(2)単位体積重量γ 

土砂については表 5-4 の日本建築学会の参考値とした。岩については NEXCO 式

を用い、湿潤密度＝飽和密度として扱った。 

・ρ sa t=
ρ s+e

1+e
 ，γ s at＝ρ s at×9.8 ，γ t＝ρ t×9.8 

ここで、 ρ sa t：飽和密度(g/cm3) 

 ρ t ：湿潤密度(g/cm3) 

 ρ s ：土粒子の密度(g/cm 3) 

 e ：間隙比 

 γ sa t：飽和単位体積重量(kN/m3) 

 γ t ：湿潤単位体積重量(kN/m3) 
 

・NEXCO 設計要領の式： 

γ t＝γ s at＝11.5＋3.9･Log(Ｎ) (kN/m3) (log の底は 10,小数第 1 を四捨五入) 
 

以下に設定した各層の単位体積重量をまとめる。単位体積重量は 0.5kN/m 3 単位

で丸めた。 
 

表 5-3 各層の単位体積重量設定値 

時代 地層名 
地層 

記号 

設計 

Ｎ値 

単位体積重量(kN/m3) 
設定根拠 

湿潤γt 飽和γsat 

第四紀 完新世 盛土層 F   3 15.0 16.0 
建築指針表 5-4 より「砂・ゆるい」と「

シルト・やわらかい」の中間値 

新
第
三
紀 

中
新
世 

強風化 

凝灰岩類 
wwTf  17 16.5 16.5 

NEXCO 設計要領の式より設定 

γt=16.29 → 16.5(kN/m3) 

風化 

凝灰岩類 
wTf  30 17.5 17.5 

NEXCO 設計要領の式より設定 

γt=17.26 → 17.5(kN/m3) 

凝灰岩類 Tf 112 19.5 19.5 
NEXCO 設計要領の式より設定 

γt=19.49 → 19.5(kN/m3) 
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表 5-4 土の単位体積重量 

土質 

湿潤単位体積重量 

(地下水位以浅) 

飽和単位体積重量 

(地下水位以深) 

水中単位体積重量 

(地下水位以深) 

ゆるい 

(やわらかい) 

密な 

(かたい) 

ゆるい 

(やわらかい) 

密な 

(かたい) 

ゆるい 

(やわらかい) 

密な 

(かたい) 

礫 18 20 19 21  9 11 

砂 16 18 17 19  7  9 

シルト 14 16 15 17  5  7 

粘土 13 15 14 16  4  6 

関東ローム 12 14 13 15  3  5 

高有機質粘土  9 12 10 13  0  3 

※Ｎ値の目安・・・砂質土，礫質土：密な(Ｎ≧30),ゆるい(Ｎ＜10)、粘性土：かたい(Ｎ≧8),やわらかい(Ｎ＜4) 

日本建築学会：建築基礎構造設計指針 2019 年版,p30. 

 

(3)粘着力ｃ 

盛土は強度値としては粘性土として扱い、テルツァギーの関係より N 値から一

軸圧縮強さを換算し、粘着力とした。岩については表 5-6 の関係式により(小数

点第一位を切り捨て設定した。 

  qu＝12.3Ｎ～13.1Ｎ≒12.5Ｎ(kN/m2) 

  ｃ＝ qu/2 ＝ 6.25Ｎ  (kN/m2) (小数点第一位を切り捨て) 

 

以下に設定した各層の粘着力をまとめる。 

 

表 5-5 各層の粘着力設定値 

時代 地層名 
地層 

記号 

設計 

Ｎ値 
一軸圧縮強さ 

qu (kN/m2) 

粘着力 

ｃ(kN/m2) 
設定根拠 

第四紀 完新世 盛土層 F   3 
12.5×3＝ 

37.5 

37.5/2＝ 

18.75→18 
粘性土として扱った 

新
第
三
紀 

中
新
世 

強風化 

凝灰岩類 
wwTf  17 － 90.1→90 

NEXCO 設計要領  

表 5-6 の凝灰岩式 

風化 

凝灰岩類 
wTf  30 － 127.2→127 

NEXCO 設計要領  

表 5-6 の凝灰岩式 

凝灰岩類 Tf 112 － 282.7→282 
NEXCO 設計要領  

表 5-6 の凝灰岩式 

 

表 5-6 NEXCO 設計要領 換算Ｎ値とせん断強さ 

 
砂岩・礫岩 

深成岩類 
安山岩 

泥岩・凝灰岩 

凝灰角礫岩 

粘着力 

(kN/m2) 

換算Ｎ値と 

平均値の関係 
15.2Ｎ 0.327 25.3Ｎ 0.334 16.2Ｎ 0.606 

標準偏差 0.218 0.384 0.464 

せん断 

抵抗角 

(°) 

換算Ｎ値と 

平均値の関係 
5.10logＮ+29.3 6.82logＮ+21.5 0.888logＮ+19.3 

標準偏差 4.40 7.85 9.78 

※log の底は 10 
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(4)内部摩擦角φ 

盛土については粘性土として扱い安全側にφを無視した。岩については表 5-

6 に示す関係を用いて小数点第一位を切り捨て設定した。 

 

以下に設定した各層の内部摩擦角をまとめる。 
 

表 5-7 各層の内部摩擦角設定値 

時代 地層名 
地層 

記号 

設計 

Ｎ値 

内部摩擦角 

φ(度) 
設定根拠 

第四紀 完新世 盛土層 F   3  0 粘性土として安全側に無視 

新
第
三
紀 

中
新
世 

強風化 

凝灰岩類 
wwTf  17 20.3→20 

NEXCO 設計要領  

表 5-6 の凝灰岩式 

風化 

凝灰岩類 
wTf  30 20.6→20 

NEXCO 設計要領  

表 5-6 の凝灰岩式 

凝灰岩類 Tf 112 21.1→21 
NEXCO 設計要領  

表 5-6 の凝灰岩式 

 

(5)変形係数Ｅ 

土砂については建築基礎構造設計指針に示される N 値からの換算式により算定

する。岩については下記の NEXCO 設計要領の式による。提案値は有効数字 3 桁で

丸めた。 
 

・建築基礎構造設計指針：沖積砂質土式 

Ｅ＝0.7N (MN/m2)＝700(kN/m 2) 

・NEXCO 設計要領の式： 

Ｅ＝2659N0 .6 9 (kN/m2) 

 

以下に設定した各層の変形係数をまとめる。 

 

表 5-8 各層の変形係数設定値 

時代 地層名 
地層 

記号 

設計 

Ｎ値 

変形係数 

Ｅ(kN/m2) 
設定根拠 

第四紀 完新世 盛土層 F   3 2100 沖積砂質土より設定 

新
第
三
紀 

中
新
世 

強風化 

凝灰岩類 
wwTf  17 18781→18700 NEXCO 設計要領の式 

風化 

凝灰岩類 
wTf  30 27792→27700 NEXCO 設計要領の式 

凝灰岩類 Tf 112 68972→68900 NEXCO 設計要領の式 
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5-2  基礎工と地盤について 

(1)建物、基礎工と地盤について 
 

一般に構造物の基礎形式は、次のような要因により選定される。 

 ①構造物の規模、          ②支持地盤の深さと支持力 

 ③中間層の状態、          ④被圧水の有無 

 ⑤地盤沈下の有無と程度、  ⑥敷地状況・施工空間 

 ⑦環境条件（騒音・振動）、⑧経済性と工期 

また、沖積および洪積地盤における標準的な基礎形式は、表 5-10 のように分

類される。 

 

表 5-9 建築物の分類 

建物の分類 建物の地上階数 

低層建築物 １～２ 

中層建築物 ３～５ 

高層建築物 ６以上 

 

表 5-10 沖積地盤における標準的基礎 

 低 層 中 層 高 層  

Ⅰ：直接基礎 

Ⅱ：地盤改良 

Ⅲ：支持杭 

Ⅳ：摩擦杭 

沖 

積 

層 

厚 

10m以下 Ⅱ、Ⅲ Ⅲ 

10m～20m Ⅱ、Ⅲ Ⅲ 

20m～30m Ⅱ Ⅱ、Ⅲ Ⅲ 

30m以上 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅲ 

 

表 5-11 洪積地盤における標準的基礎 

 低 層 中 層 高 層  

 

 

 

 

Ⅰ：直接基礎 

Ⅱ：地盤改良 

Ⅲ：支持杭 

Ⅳ：摩擦杭 

 

 

地  

 

山  

粘性土     N＞10 

砂質土     N＞15 
Ⅰ 

粘性土 10≧N＞ 5 

砂質土 15≧N＞10 
Ⅰ Ⅰ，Ⅲ 

粘性土  5≧N＞ 2 

砂質土 10≧N 
Ⅰ Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ Ⅰ，Ⅲ 

粘性土  2≧N Ⅰ Ⅲ，Ⅳ Ⅲ 

盛   土 ［Ⅰ］＊，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ Ⅱ，Ⅲ 

［Ⅰ］＊は低層建築物のみに適用可。 

表 5-9,表 5-10,表 5-11:出典)住宅・都市整備公団、建築構造設計要領、平成10年 12月 

 

 

直接基礎、杭基礎のいずれを選定するかは、支持層の深さによるところが大き

い。直接基礎では地下階が無い場合、一般に支持層の深さは 5m くらいが限度であ
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る。一方、杭基礎の場合は、鉛直支持力や水平支持力の利点を生かすために、フー

チング下端から支持層までの深さを 5m 以上とすることが多い。 

 

(2)計画建物の基礎工と検討事項 

当敷地で計画されている建築物は学校給食センターである。市内の既存セン

ターは地上 1 階(一部 2 階)の RC 造建物であることから、本計画についてもこれ

に近い建物になることが想定される。よって、前述の表 5-9 より、建築物の分類

としては低層建築物に該当する。 

ボーリング調査結果は、新第三紀中新世の凝灰岩類が表層から確認される地盤

であるため、洪積層よりも古い時代の堆積となることから建築物の標準的な基礎

としては表 5-11 が参考となる。地山は表層の盛土層(F)直下、谷地形で調査を

行った No.5 地点が最も深く深度 1.9m、その他は深度 1m 以浅であり、RC 造の一

般的な建築物の床付け深度を内に概ね地山が出現するものと想定される。床付け

付近の地盤は凝灰岩類ではあるが、風化の違いにより面的には強風化凝灰岩類(w

wTf)、風化凝灰岩類(wTf)、凝灰岩類(Tf)が出現することとなる。これらは岩盤で

あるため、粘性土、砂質土の区分はないが、半固結～固結地盤であることを考え

れば粘性土として扱うことが適当と考えられる。洪積地盤の低層建築物は、表 5-

11 より粘性土の N 値 2 以上で直接基礎が想定でき、本調査地においては計画建築

物の基礎工法としては直接基礎が候補として挙げられる。直接基礎にはベタ基礎、

布基礎、独立基礎があるが、調査の結果では支持層となる凝灰岩類の平均 N 値は

それぞれ wwTf 層が 20 程度、wTf 層が 30 程度、Tf 層が 60 以上となり、支持地盤

の強度的にはベタ基礎は過剰設計であり、布基礎または独立基礎が妥当と考えら

れる。 

基礎別の検討事項としては次に示す建築基礎構造設計指針の図 5-1、表 5-

12 が参考となる。 

 

 

表 5-12
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図 5-1 支持地盤の深度と適用可能な基礎形式 

表 5-12 基礎形式ごとの主な検討事項 

 

 

図及び表より、直接基礎での検討事項としては地盤の鉛直支持力、滑動抵抗力、

即時沈下、圧密沈下、液状化、凍結深度、地下水位が挙げられている。 
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5-3  直接基礎の長期許容支持力 

ここでは、本調査地での直接基礎の長期許容支持力度を参考に求めてみる。 

(1)長期許容支持力算定式 

建築基礎構造設計指針(2019 年改定版)では直接基礎の使用限界状態における

鉛直支持力の設計用限界値(Ｒd)を 5 - 1 式で求めるものとしている。 
 

Ｒd＝φR･ｑu･Ａ …… 5 - 1  

ｑu＝ｉc･α･ｃ･Ｎc＋ｉγ･β･γ1･Ｂ･η･Ｎγ＋ｉq･γ2･Ｄf･Ｎq …… 5 - 2  
 

ここに、φ R：耐力係数 (使用限界状態･･･φ R＝1/3) 

ｑu：上部層の極限鉛直支持力度 (kN/m 2) 

Ａ：基礎の底面積(偏心がある場合には有効底面積Ａeを用いる。) 

ｉc、ｉγ、ｉq：荷重の傾斜に対する補正係数 

ｉ c＝ｉ q＝(1－θ/90)2 

ｉγ＝(1－θ/φ) 2 

θ：荷重の傾斜角 (度､tanθ＝水平荷重/鉛直荷重､θ＞φの場合はφ) 

φ：基礎下面地盤の内部摩擦角 (度) 

γ1：基礎より下面地盤の単位体積重量 (kN/m 3) 

γ2：基礎より上面地盤の単位体積重量 (kN/m 3) 

(γ1、γ2は地下水位以下の場合は、水中単位体積重量を用いる) 

Ｄf：基礎に近接した最低地盤面から基礎下面までの深さ (m) 

Ｎc、Ｎγ、Ｎq：内部摩擦角に応じた支持力係数 

Ｎq＝
1+sinφ

1-sinφ
exp(πtanφ) 

Ｎc＝(Ｎq－1)cotφ，Ｎγ＝(Ｎq－1)tan(1.4φ) 

Ｂ,Ｌ：基礎の短辺幅,長辺幅 (m) 

ｃ：基礎下面地盤の粘着力 (kN/m 2) 

η：(Ｂ／Ｂ 0)-1/3 ただし、Ｂ 0＝1m 

α，β：形状係数 (表 5-13 による) 
 

表 5-13 基礎荷重面に関する形状係

数 
 

 円 形 円 形 以 外 

α 1.2 1.0＋0.2Ｂ/Ｌ 

β 0.3 0.5－0.2Ｂ/Ｌ 

 
図 5-2 記号説明図  
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(2)長期許容支持力の算定 
 

  【計算条件】 

   基礎深度：GL-1.50m 

   支持地盤：強風化凝灰岩類(wwTf) 

   支持地盤の土質定数 

  φ R＝1/3   （長期許容支持力算定のため耐力係数は使用限界状態のものを使用） 

   Ｎ＝17   （表 5-1wwTf 層の設計Ｎ値） 

   φ＝20°  （表 5-1wwTf 層の内部摩擦角提案値） 

   ｃ＝90.0 kN/m 2 （表 5-1wwTf 層の粘着力提案値） 

   θ＝0 度  （荷重傾斜は考慮しない） 

  ｉｃ＝ｉ q＝ｉγ＝1.000 

   Ｂ＝2.0 m，Ｌ＝2.0 m   （仮定：独立基礎） 

   α＝1.200，β＝0.300 

  γ１＝16.5 kN/m3 （表 5-1wwTf 層の湿潤単位体積重量提案値） 

   γ２＝16.5 kN/m3 （表 5-1wwTf 層の湿潤単位体積重量地盤定数提案値） 

  Ｄｆ＝0 m  （安全を考慮し無視する） 

   η＝(Ｂ／Ｂ 0)-1/3＝0.79 

  Ｎｃ＝14.8，Ｎγ＝2.9，Ｎｑ＝6.4 

    以上の諸値より、長期許容支持力度（ｑａ）は次のように算出される。 

   ｑu＝ｉ c･α･ｃ･Ｎ c＋ｉγ･β･γ１･Ｂ･η･Ｎγ＋ｉ q･γ２･Ｄ f･Ｎ q 

    ＝1598.4＋22.7＋0＝1621.1 kN/m 2 

   ｑ a＝Ｒd／Ａ＝φR･ｑu＝1/3×1621.1＝540 kN/m2 

 

(3)長期許容支持力の提案 

算定の結果、地盤の長期許容支持力度は 540kN/m 2 となった。本算定では基礎深

度での支持地盤を地山では最も強度の低い強風化凝灰岩類(wwTf)とした。RC 造の

階当たりの荷重を 16kN/m2 とし、柱スパン 7m、2 階建てを想定した場合、1 柱の軸

力は 2000kN 程度となる。建築指針の支持力式から算定される長期許容支持力は

540kN/m 2 となったため、2m 角の独立基礎で概ね支持できるものと想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



26 

 

5-4  滑動抵抗力について 

調査地は敷地面積が広く、平坦地であるため、計画建物に偏土圧が係るような

設計にはならならず、また地震時に建物に作用する慣性力については、支持地盤

が強固であり粘着力が高く、結果的に基礎底との付着力も大きくなる。ただし、

支持層が粘性土の場合は、粘着力以上のせん断抵抗は取れないため、基礎底面の

接地圧に摩擦係数(0.4～0.6)を乗じた値が粘着力よりも小さくなることを確認し

ておく必要がある。 

 

5-5  即時・圧密沈下について 

本調査地は強固な地盤であり、地盤定数も地山に関しては高強度の値となって

いる。このため即時沈下や圧密沈下についても建築物に対して構造的に有害な沈

下が発生することはないものと想定される。 

 

5-6  地震時における地盤の液状化について 

国土交通省住宅局建築指導課監修の「2015 年版 建築物の構造関係技術基準解

説書」によれば、基礎構造における支持力確保の観点からの液状化のおそれのあ

る地盤の判定条件として、 
 

①地表面から 20m の深さ以内にあること。 

②砂質土で粒径が比較的均一な中粒砂などからなること。 

③地下水位以深にあって、水で飽和していること。 

④Ｎ値がおおむね 15 以下であること。 
 

としている。また、日本建築学会「建築基礎構造設計指針(2019 年改定版)」によ

れば、液状化の判定を行う飽和土層を以下の地盤条件としている。 
 

①地表面から 20m 程度以浅の土層。 

②細粒分含有率が 35%以下の土層。ただし、細粒分含有率が 35%以上であって

も、粘土分が 10%以下、または塑性指数が 15 以下の埋立あるいは盛土地盤。 

 

本調査地はボーリング調査の結果、層厚 1m 程度の盛土層(F)の下位に凝灰岩類

の地山が確認された。当該層は堆積年代が新第三紀中新世と一般的な洪積層と呼

ばれる地層よりも古い。また、風化は見られるものの岩盤であるため強度が高い。

さらに地下水位は、ボーリング調査深度内では有意なものが確認できていないた

め、地下水位はさらに深部にあるものと想定される。 

以上より、上記液状化判定を行う要件を満たす地層は確認されていない。よっ

て、本調査地では地震時に地盤の液状化を起こす可能性は極めて低いものと判断

される。 

 

 

 



27 

 

5-7  凍結深度 

凍結深度は宮城県の農業農村整備事業における「凍結深の運用基準」が参考と

なり、に示す標高・凍結深一覧表より、石巻は設計凍結深が 25cm は標高 34m、凍

結深 30cm は標高 145m となる。本調査地は標高 50m 程度であることから、凍結深

は 30cm 以下となり、通常の基礎深度はこれを超えることから凍結に関しては特

に問題がないと判定される。なお、計画建築物は学校給食センターであるため、

建物周囲は構内舗装が想定される。また、側溝等の排水設備も配置されることと

なるため、路床や排水路基礎等は凍結深度を考慮した設計が必要と思われる。 
 

表 5-14 標高・凍結深一覧表 

 
出典：宮城県ホームページ, 農業農村整備事業における「凍結深の運用基準」の

改定について,https://www.pref.miyagi.jp/site/sekisankijyun/freezedatal.html 

 

5-8  断層・撓曲の影響について 

3 章で触れた調査地近傍の旭山撓曲については、深い位置にある逆断層の影響

で地表に撓曲として活構造が現れているものである。ボーリング調査の結果では

採取コアに破砕の痕跡がないことや、強風化帯、風化帯の分布も概ね旧地表面形

状に調和的であるために、断層運動による本調査地への明白な影響は見られてい

ない。旭山撓曲の断層運動はかなり古く、産業技術総合研究所の活断層データベー

スでは活断層(活撓曲)としての認知※されており、平均活動間隔 2100 年、平均変

位速度 0.1m/千年の記載がある。ただし、断層が動いた場合でも、本調査地は断

層の直上ではなく、撓曲崖からも 300m 程度離れていることから、大きな地盤変位

による構造体の破壊的変状はないものと想定される。 
 
※産業技術総合研究所，活断層データベース：旭山起震断層の活動セグメントの概要とパラメータ代表値 

https://gbank.gsj.jp/activefault/segment_param?SearchTYPE=&fval_type1=267-02&segment_id=267-02& 

topic_list=2&search_mode=2 

 

5-9  その他留意事項 

本調査地はボーリング調査の結果、支持層としは良質な地盤が表層より出現す

ることが分かった。ただし、当該地は尾根を切り取った切土地盤であるために、

支持層としては強風化凝灰岩類(wwTf)、風化凝灰岩類(wTf)、凝灰岩類(Tf)が同深

度で現れ、建物の位置によって支持地盤の強度が大きく異なる可能性が高い。こ

https://www.pref.miyagi.jp/site/sekisankijyun/freezedatal.html
https://gbank.gsj.jp/activefault/segment_param?SearchTYPE=&fval_type1=267-02&segment_id=267-02&
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れらの地層は机上では区分しているが、実施工においては見分けがつかないこと

が想定される。また、火山角礫岩、凝灰角礫岩および火山礫凝灰岩等の礫を混入

する箇所はマトリックス(礫間充填物)の硬軟よりも礫の硬さが目立つため、掘削

時に礫があるから硬いと誤認識される可能性がある。よって、根切り掘削時に支

持層としての可否が目視では分からず、重機掘削においても掘削の難易によって

の支持層確認もしづらい状況になることが考えられる。このため、支持層確認に

おいては、設計床付けレベルでの支持力確認のための平板載荷試験の実施、さら

に同地点での簡易支持力試験を行い平板載荷試験と簡易支持力試験での支持力値

の比較検討によって、その他の地点で簡易支持力試験による支持層判定ができる

よう準備しておくこと、およびマトリックス(礫間充填物)の硬軟を判別できるよ

うに簡易支持力試験の試験位置を選定することが望ましい。 

また、Tf 層など高強度の地盤が床付けとなる箇所では掘削難易が問題となる。

さらに排水管路や埋設型の浸透・貯留施設等、本体建物よりも深い深度まで掘削

する場合は基礎深度を浅くする工夫が必要と思われる。基礎深度が深くなった場

合には、掘削の手間が大幅に増え、施工の進捗に影響が出る可能性があるため注

意が必要である。特に No.3、No.4 地点は旧地形の尾根部に当たっており、貫入試

験の結果も N 値は表層から 60 以上となっている。No.4 地点はその貫入量に注目

され、予備打ちは通常 15cm 行うが、凝灰岩類が硬いため 15cm 未満で試験開始を

し、貫入量は 10cm 以下となっていることも特筆されることである。 

 

 
図 5-3 旧地形重ね図(部分図,尺度フリー) 

 

特に硬いと考 

えられる範囲 
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5-10  検討結果まとめ 

前項までの検討結果をまとめる。 

 

表 5-15 地盤定数提案値 

時代 土層名 
地層 

記号 

設計 

Ｎ値 

単位体積重量(kN/m3) 粘着力 

ｃ(kN/m2) 

内部摩擦角 

φ(度) 

変形係数 

Ｅ(kN/m2) 湿潤γt 飽和γsat 

第四紀 完新世 盛土層 F   3 15.0 16.0  18  0  2100 

新
第
三
紀 

中
新
世 

強風化 

凝灰岩類 
wwTf  17 16.5 16.5  90 20 18700 

風化 

凝灰岩類 
wTf  30 17.5 17.5 127 20 27700 

凝灰岩類 Tf 112 19.5 19.5 282 21 68900 

 

表 5-16 検討結果のまとめ 

検討内容 内容 

建築物支持層 浅層から出現する強度の高い凝灰岩類(wwTf,wTf,

Tf)が直接基礎の支持層として有望である。 

地盤の鉛直支持力 強風化凝灰岩類(wwTf)での長期許容支持力として

540kN/m 2 が期待できる。 

滑動抵抗力 支持地盤の強度が高いため、大きな滑動抵抗力が期

待できる。ただし、接地圧、摩擦係数と粘着力の関

係に注意する。 

即時・圧密沈下 支持地盤の強度が高いため特段の即時・圧密沈下へ

の配慮は必要なし。 

液状化 発生の可能性は極低い。 

凍結深度 25～30cm となるため設計での配慮が必要である。 

地下水位 有意な地下水位はなし。 

断層・撓曲 調査地への影響は認められない。 

その他 施工時の支持層判別には工夫が必要である。 

高強度地盤の深い掘削は注意が必要である。 

 

以上 
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Boring No.5

TP+53.03m

Boring No.2

TP+53.57m

Boring No.1

TP+53.93m

Boring No.3

TP+53.36m

Boring No.4

TP+53.66m

仮BM位置

TP+52.44m

(マンホール中心)

株式会社　地盤調査事務所

縮尺

図名

件名

断面切断図

1/500
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No.1
TP+53.93m
dep=16.25m

No.2
TP+53.57m
dep=10.18m

標高 (m) 標高 (m)

60.00 60.00

55.00 55.00

50.00 50.00

45.00 45.00

40.00 40.00

35.00 35.00

65.00

70.00

65.00

70.00

30.00 30.00

F

wTfwwTf
wTf

Tf

● Ｎ値
10 20 30 40 50 60

● Ｎ値
10 20 30 40 50 60

旧地表想定線

時代 地層名 地層
記号

主な
土質名

Ｎ値
[平均] 記事

第四紀
完新世 盛土層 F 粘性土

砂質土 3

層厚0.30～1.90m。No.4地点の表層のみアスファ
ルトおよび砕石。他地点は表層より径40mm程度ま
での礫を含む粘性土、砂質土からなる。色調は茶
褐、暗灰、褐灰色等を呈する。

新
第
三
紀

中
新
世

強風化
凝灰岩類 wwTf 凝灰岩、粘土

凝灰質砂岩
11～34
[21.9]

層厚0.35～4.80m。全般に風化に程度は一様では
なく、コアは様々な様相で採取され、片状～棒状
コアとなる。また一部原岩が分からないほど風化
し粘土化している。層中には炭化物や浮石を混入
する。色調は茶褐、黄灰、淡黄灰色等、全般に黄
色系の酸化色を呈する。

風化
凝灰岩類 wTf 凝灰質砂岩

火山礫凝灰岩
23～48
[34.7]

層厚0.45～8.10m。上部は主に砂状、片状コア、
一部粘土状コアであり、深くなるに連れ棒状コア
で採取される。色調は黄褐灰、褐灰、暗褐灰色等
であり、やや黄色系の酸化色を呈する。

凝灰岩類 Tf 凝灰質砂岩
凝灰角礫岩

62.1～300
[140.7]

層厚4m以上。全体に比較的新鮮な岩で棒状コアで
採取されるが、礫勝ちの箇所は混入礫とマトリッ
クスの密着性の相違により礫状、短棒状コアとな
る。 色調は主に褐灰、暗褐灰色を呈する。

縮尺

図名

件名

土層断面想定図(1/6)

H=1/500　V=1/200

株式会社　地盤調査事務所

新学校給食センター建設地

地質調査業務

Ⅰ-Ⅰ'断面 H=1/500
V=1/200

地層層序表
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No.4
TP+53.66m
dep=6.10m

No.5
TP+53.03m
dep=20.23m

標高 (m) 標高 (m)

60.00 60.00

55.00 55.00

50.00 50.00

45.00 45.00

40.00 40.00

35.00 35.00

65.00

70.00

65.00

70.00

30.00 30.00

F

wwTf

wTf

Tf

● Ｎ値
10 20 30 40 50 60

● Ｎ値
10 20 30 40 50 60

旧地表想定線

時代 地層名 地層
記号

主な
土質名

Ｎ値
[平均] 記事

第四紀
完新世 盛土層 F 粘性土

砂質土 3

層厚0.30～1.90m。No.4地点の表層のみアスファ
ルトおよび砕石。他地点は表層より径40mm程度ま
での礫を含む粘性土、砂質土からなる。色調は茶
褐、暗灰、褐灰色等を呈する。

新
第
三
紀

中
新
世

強風化
凝灰岩類 wwTf 凝灰岩、粘土

凝灰質砂岩
11～34
[21.9]

層厚0.35～4.80m。全般に風化に程度は一様では
なく、コアは様々な様相で採取され、片状～棒状
コアとなる。また一部原岩が分からないほど風化
し粘土化している。層中には炭化物や浮石を混入
する。色調は茶褐、黄灰、淡黄灰色等、全般に黄
色系の酸化色を呈する。

風化
凝灰岩類 wTf 凝灰質砂岩

火山礫凝灰岩
23～48
[34.7]

層厚0.45～8.10m。上部は主に砂状、片状コア、
一部粘土状コアであり、深くなるに連れ棒状コア
で採取される。色調は黄褐灰、褐灰、暗褐灰色等
であり、やや黄色系の酸化色を呈する。

凝灰岩類 Tf 凝灰質砂岩
凝灰角礫岩

62.1～300
[140.7]

層厚4m以上。全体に比較的新鮮な岩で棒状コアで
採取されるが、礫勝ちの箇所は混入礫とマトリッ
クスの密着性の相違により礫状、短棒状コアとな
る。 色調は主に褐灰、暗褐灰色を呈する。

縮尺

図名

件名

土層断面想定図(2/6)

H=1/500　V=1/200

株式会社　地盤調査事務所

新学校給食センター建設地

地質調査業務

Ⅱ-Ⅱ'断面 H=1/500
V=1/200

地層層序表
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No.1
TP+53.93m
dep=16.25m

No.4
TP+53.66m
dep=6.10m

標高 (m) 標高 (m)

60.00 60.00

55.00 55.00

50.00 50.00

45.00 45.00

40.00 40.00

35.00 35.00

65.00

70.00

65.00

70.00

30.00 30.00

F

wwTf

wTf

Tf
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10 20 30 40 50 60

旧地表想定線

時代 地層名 地層
記号

主な
土質名

Ｎ値
[平均] 記事

第四紀
完新世 盛土層 F 粘性土

砂質土 3

層厚0.30～1.90m。No.4地点の表層のみアスファ
ルトおよび砕石。他地点は表層より径40mm程度ま
での礫を含む粘性土、砂質土からなる。色調は茶
褐、暗灰、褐灰色等を呈する。

新
第
三
紀

中
新
世

強風化
凝灰岩類 wwTf 凝灰岩、粘土

凝灰質砂岩
11～34
[21.9]

層厚0.35～4.80m。全般に風化に程度は一様では
なく、コアは様々な様相で採取され、片状～棒状
コアとなる。また一部原岩が分からないほど風化
し粘土化している。層中には炭化物や浮石を混入
する。色調は茶褐、黄灰、淡黄灰色等、全般に黄
色系の酸化色を呈する。

風化
凝灰岩類 wTf 凝灰質砂岩

火山礫凝灰岩
23～48
[34.7]

層厚0.45～8.10m。上部は主に砂状、片状コア、
一部粘土状コアであり、深くなるに連れ棒状コア
で採取される。色調は黄褐灰、褐灰、暗褐灰色等
であり、やや黄色系の酸化色を呈する。

凝灰岩類 Tf 凝灰質砂岩
凝灰角礫岩

62.1～300
[140.7]

層厚4m以上。全体に比較的新鮮な岩で棒状コアで
採取されるが、礫勝ちの箇所は混入礫とマトリッ
クスの密着性の相違により礫状、短棒状コアとな
る。 色調は主に褐灰、暗褐灰色を呈する。

縮尺

図名

件名

土層断面想定図(3/6)

H=1/500　V=1/200

株式会社　地盤調査事務所

新学校給食センター建設地

地質調査業務

Ⅲ-Ⅲ'断面 H=1/500
V=1/200

地層層序表
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No.2
TP+53.57m
dep=10.18m

No.5
TP+53.03m
dep=20.23m

標高 (m) 標高 (m)

60.00 60.00

55.00 55.00

50.00 50.00

45.00 45.00

40.00 40.00

35.00 35.00
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65.00
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30.00 30.00

F
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旧地表想定線

時代 地層名 地層
記号

主な
土質名

Ｎ値
[平均] 記事

第四紀
完新世 盛土層 F 粘性土

砂質土 3

層厚0.30～1.90m。No.4地点の表層のみアスファ
ルトおよび砕石。他地点は表層より径40mm程度ま
での礫を含む粘性土、砂質土からなる。色調は茶
褐、暗灰、褐灰色等を呈する。

新
第
三
紀

中
新
世

強風化
凝灰岩類 wwTf 凝灰岩、粘土

凝灰質砂岩
11～34
[21.9]

層厚0.35～4.80m。全般に風化に程度は一様では
なく、コアは様々な様相で採取され、片状～棒状
コアとなる。また一部原岩が分からないほど風化
し粘土化している。層中には炭化物や浮石を混入
する。色調は茶褐、黄灰、淡黄灰色等、全般に黄
色系の酸化色を呈する。

風化
凝灰岩類 wTf 凝灰質砂岩

火山礫凝灰岩
23～48
[34.7]

層厚0.45～8.10m。上部は主に砂状、片状コア、
一部粘土状コアであり、深くなるに連れ棒状コア
で採取される。色調は黄褐灰、褐灰、暗褐灰色等
であり、やや黄色系の酸化色を呈する。

凝灰岩類 Tf 凝灰質砂岩
凝灰角礫岩

62.1～300
[140.7]

層厚4m以上。全体に比較的新鮮な岩で棒状コアで
採取されるが、礫勝ちの箇所は混入礫とマトリッ
クスの密着性の相違により礫状、短棒状コアとな
る。 色調は主に褐灰、暗褐灰色を呈する。

縮尺

図名

件名

土層断面想定図(4/6)

H=1/500　V=1/200

株式会社　地盤調査事務所

新学校給食センター建設地

地質調査業務

Ⅳ-Ⅳ'断面 H=1/500
V=1/200

地層層序表

巻末-18



No.1
TP+53.93m
dep=16.25m

No.3
TP+53.36m
dep=6.25m

No.5
TP+53.03m
dep=20.23m

標高 (m) 標高 (m)

60.00 60.00

55.00 55.00

50.00 50.00

45.00 45.00

40.00 40.00

35.00 35.00

65.00

70.00

65.00

70.00

30.00 30.00
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旧地表想定線

時代 地層名 地層
記号

主な
土質名

Ｎ値
[平均] 記事

第四紀
完新世 盛土層 F 粘性土

砂質土 3

層厚0.30～1.90m。No.4地点の表層のみアスファ
ルトおよび砕石。他地点は表層より径40mm程度ま
での礫を含む粘性土、砂質土からなる。色調は茶
褐、暗灰、褐灰色等を呈する。

新
第
三
紀

中
新
世

強風化
凝灰岩類 wwTf 凝灰岩、粘土

凝灰質砂岩
11～34
[21.9]

層厚0.35～4.80m。全般に風化に程度は一様では
なく、コアは様々な様相で採取され、片状～棒状
コアとなる。また一部原岩が分からないほど風化
し粘土化している。層中には炭化物や浮石を混入
する。色調は茶褐、黄灰、淡黄灰色等、全般に黄
色系の酸化色を呈する。

風化
凝灰岩類 wTf 凝灰質砂岩

火山礫凝灰岩
23～48
[34.7]

層厚0.45～8.10m。上部は主に砂状、片状コア、
一部粘土状コアであり、深くなるに連れ棒状コア
で採取される。色調は黄褐灰、褐灰、暗褐灰色等
であり、やや黄色系の酸化色を呈する。

凝灰岩類 Tf 凝灰質砂岩
凝灰角礫岩

62.1～300
[140.7]

層厚4m以上。全体に比較的新鮮な岩で棒状コアで
採取されるが、礫勝ちの箇所は混入礫とマトリッ
クスの密着性の相違により礫状、短棒状コアとな
る。 色調は主に褐灰、暗褐灰色を呈する。

縮尺

図名

件名

土層断面想定図(5/6)

H=1/500　V=1/200

株式会社　地盤調査事務所

新学校給食センター建設地

地質調査業務

Ⅴ-Ⅴ'断面 H=1/500
V=1/200

地層層序表

巻末-19



No.2
TP+53.57m
dep=10.18m

No.3
TP+53.36m
dep=6.25m

No.4
TP+53.66m
dep=6.10m

標高 (m) 標高 (m)

60.00 60.00

55.00 55.00

50.00 50.00

45.00 45.00

40.00

35.00

65.00

70.00

65.00

70.00

30.00

40.00

35.00

30.00
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旧地表想定線

時代 地層名 地層
記号

主な
土質名

Ｎ値
[平均] 記事

第四紀
完新世 盛土層 F 粘性土

砂質土 3

層厚0.30～1.90m。No.4地点の表層のみアスファ
ルトおよび砕石。他地点は表層より径40mm程度ま
での礫を含む粘性土、砂質土からなる。色調は茶
褐、暗灰、褐灰色等を呈する。

新
第
三
紀

中
新
世

強風化
凝灰岩類 wwTf 凝灰岩、粘土

凝灰質砂岩
11～34
[21.9]

層厚0.35～4.80m。全般に風化に程度は一様では
なく、コアは様々な様相で採取され、片状～棒状
コアとなる。また一部原岩が分からないほど風化
し粘土化している。層中には炭化物や浮石を混入
する。色調は茶褐、黄灰、淡黄灰色等、全般に黄
色系の酸化色を呈する。

風化
凝灰岩類 wTf 凝灰質砂岩

火山礫凝灰岩
23～48
[34.7]

層厚0.45～8.10m。上部は主に砂状、片状コア、
一部粘土状コアであり、深くなるに連れ棒状コア
で採取される。色調は黄褐灰、褐灰、暗褐灰色等
であり、やや黄色系の酸化色を呈する。

凝灰岩類 Tf 凝灰質砂岩
凝灰角礫岩

62.1～300
[140.7]

層厚4m以上。全体に比較的新鮮な岩で棒状コアで
採取されるが、礫勝ちの箇所は混入礫とマトリッ
クスの密着性の相違により礫状、短棒状コアとな
る。 色調は主に褐灰、暗褐灰色を呈する。

縮尺

図名

件名

土層断面想定図(6/6)

H=1/500　V=1/200

株式会社　地盤調査事務所

新学校給食センター建設地

地質調査業務

Ⅵ-Ⅵ'断面 H=1/500
V=1/200

地層層序表

巻末-20




